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車を刷毛 ・ローラーで塗装できる水性塗料
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販売元

塗装されていない鉄以外の部分（樹脂）を塗る場合、必ず下塗りに「非鉄バインダーα」を塗ってから上塗りを塗って下さい。

「非鉄バインダーα」とは車と塗料をより密着させるためのつなぎ役です。ホイールを塗る際もご使用ください。

その後はしっかりと乾燥させてから外した部品等を取り付けて下さい。

車に塗料をより密着させるために、＃600のペーパーで表面を荒らす（やする）作業を行います。

つるつるな表面を荒らすと細かい凹凸が出来ます。荒らす事により表面積が増え密着がよくなります。

塗料の使用に適した気温は20℃前後です。水性塗料は気温5℃以下の場合、塗料の凍結や剥がれ等の不具合が出る恐れがあります。

※注意点 気温にもよりますが、2～4時間ほどで走行可能となります。

バランサー非使用時は1日、バランサー使用時の2日ほどは雨に当たらない様にしてください。

廃棄

窓ガラスや周りのゴムの部分、ライト、タイヤ、ナンバープレートには塗料が付かない様にマスキングなどで養生をしてください。

手袋などをしてから行ってください。ウエスに脱脂用のシリコンオフを含ませ、ワックスや足付けの際に出たほこりを拭き取ります。

広い面はローラーで、細かい部分は刷毛を使用します。塗料は攪拌（混ぜる）を必ず行ってください。

塗り残しが無いか確認出来たら乾く前に養生を剝がします。乾いた所はカッター等で切れ目を入れてから丁寧に剥がしてください。

〈　下塗り　〉

※キレイに仕上げるポイント 塗料は常にかき混ぜてください。艶ムラ、色ムラの原因となります。

刷毛やローラーに塗料を付け過ぎないこと。付けてしまったら薄く伸ばしてください。

必ず2回以上は塗り重ねて仕上げてください。薄く塗り重ねるほど仕上がりがキレイになります。

〈　仕上げ　〉

内容物や容器は、都道県知事の許可を受けた専門の廃棄物処理業者に委託すること

車を「刷毛＆ローラー」塗装方法

〈　塗装　〉

刷毛やローラーにたっぷりと塗料を付けてしまうとムラになりやすいので、容器のふち等で塗料を落としてから塗ってください。

塗料は少量で塗り、1回目はやや透け気味（かすれるぐらいでも可）が丁度良いです。

全体が乾いてきたら再度薄く塗り重ねて行きます。「必ず乾いてから再度塗る」を繰り返してください。

※要注意点 最大積載量表示は塗らない様にご注意ください。

〈　足付け　〉

〈　脱脂　〉

※注意点 仕上がりに影響が出るのでしっかりと拭き取りましょう。

〈　養生　〉

塗装の重要な部分は下準備です。ほこりや砂を取り除き、水洗いをした時は車をしっかりと乾燥させてから行ってください。

気温が高いと乾燥が早くなり塗装のムラが消えづらくなるので、乾燥を遅らせるためのバランサーをご使用ください。

塗装後24時間内は雨や凍結が起こらない環境で乾燥させて下さい。失敗しないために天候には十分ご注意ください。

塗料1ｋｇ当たりの薄め液の量

0.05～0.15ｋｇ

0.4～0.5ｋｇ

塗装時は広い場所、換気の良い場所で行いましょう。

子供の手が届かない場所で使用してください。

バランサー

薄め液の種類 薄める割合

5～15％

40～50％

TEL : 048-722-8161   FAX : 048-722-8168

富田オリジナル標準色　17色
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株式会社　富田商店

埼玉県北足立郡伊奈町小室671-5　〒362-0806　

塗料の薄め方

マイセルフカラーW

塗料が剥がれる原因となるので丁寧にやすりましょう（表面が曇る程度で大丈夫です）。

乾燥後は床を汚さない様にシートなどを敷きます。簡単に外せる部品は外し、のりが残った場合はしっかりと脱脂してください。

季節・気温・天気に関しての注意点

水
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